
議 会 だ よ り平成２３年（２０１１年）５月１１日発行 （２２８号）　　－４－

会派の略称
（みどり・市民）
　みどり・市民ネット
（日本共産党）
　日本共産党小金井市議団
（民主・社民）
　民主党・社民クラブ
（公明党）
　小金井市議会公明党
（自民党小金井）
　自由民主党小金井市議団
（自由民主）
　自由民主クラブ
（改革連合）
　改革連合
（市民会議）
　こがねい市民会議

※
原
稿
は
市
長
部
局
の
答
弁
も
含
め

て
各
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

（
４
ペ
ー
ジ
～
６
ペ
ー
ジ
）

２
月　

日
・　

日
・　

日
・　

日

２２

２３

２４

２８

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

グ
ラ
ン
ド
増
設
の
要
望
は
多
い
。
小

金
井
公
園
で
は
グ
ラ
ン
ド
が
増
設
さ
れ

た
も
の
の
、
市
域
の
中
心
や
学
校
単
位

で
身
近
な
と
こ
ろ
に
は
少
な
い
。
グ
ラ

ン
ド
に
夜
間
照
明
を
設
置
し
て
ほ
し
い

と
い
う
の
は
、
小
中
学
校
の
皆
さ
ん
か

ら
、
社
会
人
、
高
齢
者
に
至
る
ま
で
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
学
べ
る
教
育
・
ス
ポ

ー
ツ
環
境
の
整
備
で
あ
り
、
健
康
で
明

る
い
小
金
井
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
ス

小
金
井
市
の
子
ど
も

小
金
井
市
の
子
ど
も
のの

発
達
支
援
施
策
の
総
合
評

発
達
支
援
施
策
の
総
合
評
価価

ポ
ー
ツ
施
設
の
充
と
い
う
提
案
で
す
。

武
蔵
野
市
、
国
分
寺
市
は
じ
め
近
隣
の

５
市
の
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
各

市
２
〜
５
か
所
の
小
中
学
校
で
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
研
究
し
て
ほ
し
い
。

　

市
長　

環
境
問
題
、
近
隣
住
民
と
の

関
係
、
財
政
的
な
問
題
を
研
究
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
本
市
は
市
街
化
さ
れ

て
き
た
ま
ち
で
、
市
域
が
狭
い
の
で
、

新
た
な
グ
ラ
ン
ド
づ
く
り
は
難
し
い
。

始
め
か
ら
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

鈴
木
成
夫
（
民
主
・
社
民
）

　

虚
け
や
き
保
育
園
・
ピ
ノ
キ
オ
幼
児

園
新
園
舎
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

平
成　

年
３
月

２５

ま
で
に
移
転
す
る
計
画
。
設
計
は　

年
２３

９
月
中
に
は
ま
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
実
施
設
計
業
者
選
定
は
原

則
的
な
競
争
入
札
。
限
ら
れ
た
時
間
で

保
護
者
の
意
見
を
踏
ま
え
進
め
た
い
。

　

保
育
課
長　

検
討
委
の
議
論
は
間
に

合
う
か
が
一
番
大
き
な
問
題
。
主
管
課

と
し
て
は
、
討
論
内
容
踏
ま
え
実
施
設

計
に
持
っ
て
い
け
た
ら
と
思
う
。
運
営

面
も
合
間
を
縫
っ
て
検
討
重
ね
る
が
、

保
護
者
負
担
の
配
慮
が
課
題
と
思
う
。

　

許
子
ど
も
の
発
達
支
援
施
設
の
業
務

検
討
の
取
組
に
つ
い
て
。

　

保
育
課
長　

新
園
舎
延
床
面
積
は
２

千　

㎡
。
実
施
設
計
検
討
と
同
じ
メ
ン

５９６
バ
ー
で
運
営
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
に
、「
特
別
支
援
学
級
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
安
全
管
理
の
現
状
に
つ
い

て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

武
井
正
明
（
民
主
・
社
民
）

　

虚
道
路
行
政
に
つ
い
て
契
市
単
独
の

整
備
費
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
形
道

路
改
修
補
修
の
計
画
基
準
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
径
市
道　

号
線
太
陽
寺

４５６

前
の
通
り
等
私
の
調
査
で
生
活
道
路
で

補
修
が
必
要
な
個
所
が
散
見
し
て
い
る
。

恵
道
路
改
修
費
の
増
額
を
求
め
た
い
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
年
間
７
千
万
円

程
度
計
上
し
て
い
る
。
形
補
助
事
業
で

は　

年
程
度
も
た
せ
予
算
編
成
前
に
実

１０
査
し
て
そ
の
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
決
定

し
て
い
る
。
径
苦
情
対
応
は
速
や
か
に

や
っ
て
い
る
。
恵
予
算
を
最
大
限
活
用

す
る
方
向
で
努
力
し
て
い
る
。

　

許　

年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
契
歳

２０１１

入
面
で
ど
の
よ
う
な
苦
労
が
あ
っ
た
の

か
。
形
歳
出
面
で
の
対
応
は
。
径
財
政

計
画
の
見
直
し
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
臨
対
債
が
半
分

削
減
さ
れ
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
な

ど
で
対
応
す
る
。
形
民
生
費
が
大
幅
増

と
な
る
。
径
早
い
時
期
に
見
直
し
た
い
。

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

虚
昼
休
み
の
時
間
帯
で
も
、
窓
口
や

電
話
で
問
合
せ
が
種
々
あ
る
と
思
う
。

現
状
、
こ
の
対
応
が
し
っ
か
り
で
き
て

い
る
か
大
い
に
疑
問
だ
。
現
状
を
よ
く

調
査
し
、
全
庁
的
に
見
直
し
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

昼
休
み
の
対
応
は
平
成

元
年
か
ら
行
っ
て
い
る
が
、
見
直
す
必

要
も
あ
る
と
思
う
。
第
３
次
行
革
大
綱

で
も
シ
フ
ト
勤
務
の
項
目
が
あ
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
実
態
の
把

握
に
努
め
て
い
く
。

　

許
市
内
に
は
都
心
並
み
の
交
通
量
の

所
が
あ
る
。「
道
の
駅
」
は
、
地
域
情
報

の
発
信
基
地
と
し
て
産
業
の
活
性
化
へ

貢
献
で
き
る
。
立
川
市
が
計
画
し
て
い

る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
等
も
参
考

に
し
て
、
市
域
で
の
開
設
を
行
わ
な
い

か
。

　

市
民
部
長　

今
後
、
研
究
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
の
導

入
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

虚
市
長
交
際
費
は　

年
度
で
見
る
と
、

２１

多
摩　

市
の
平
均
決
算
額
は　

万
円
だ

２６

８４

が
、
小
金
井
市
は　

万
８
千
円
だ
。
金

１４２

額
の
見
直
し
を
。

　

市
長　

時
代
の
変
化
な
ど
を
考
え
、

見
直
す
必
要
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

許
契
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
今
後
５

年
間
で
４
千
人
増
や
す
計
画
だ
が
具
体

的
に
は
ど
う
す
る
の
か
。
形
認
知
症
で

も
大
丈
夫
な
ま
ち
づ
く
り
の
全
国
の
先

進
例
の
研
究
を
。
径
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
。
恵
遠
距
離
介

護
の
た
め
の
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
市
職
員
や
地
域

の
方
へ
広
げ
る
と
と
も
に
中
学
生
な
ど

に
も
働
き
か
け
を
考
え
る
。
形
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
整
理
し
、
小
金
井
市
に
合
っ

た
活
用
を
研
究
す
る
。
径
来
年
度
は
通

常
の
養
成
研
修
の
他
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

部
分
を
１
回
増
や
す
こ
と
で
社
協
と
話

す
。
恵
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
協
議
し
た
い
。

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

虚
幼
児
は
数
年
の
間
に
、
様
々
な
手

段
で
人
間
た
ち
を
育
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
幸
せ
の
も
の

さ
し
を
教
え
、
良
い
人
間
性
、
感
性
を

引
き
出
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
日
保

育
士
体
験
が
広
ま
れ
ば
、
人
間
社
会
に

自
然
治
癒
力
、
自
浄
作
用
が
働
く
と
い

わ
れ
て
い
る
。
新
し
い
保
育
指
針
に
親

た
ち
の
保
育
参
加
が
書
か
れ
て
い
る
今
、

そ
の
意
義
は
深
い
。
親
た
ち
に「
感
謝
」

の
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
こ
の
気
持
ち
が

保
育
士
を
育
て
、
や
が
て
は
学
校
教
育

の
場
面
を
も
支
え
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

一
日
保
育
士
体
験
の
実
施
を
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

検
討
し
た
い
。

　

市
長　

非
常
に
面
白
い
試
み
だ
と
思

う
。

　

許
校
庭
の
芝
生
化
に
伴
い
、
利
用
団

体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
方
々
と
の
話
合

い
は
進
ん
で
い
る
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

職
員
は
何
回
も
学

校
に
伺
い
、
話
合
い
に
応
じ
て
い
る
。

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚　

年
か
ら
７
倍
近
く
に
な
っ
て
い

１９９０

る
児
童
虐
待
を
無
く
す
た
め
に
「
虐
待

ゼ
ロ
都
市
宣
言
」
を
行
う
べ
き
。
そ
の

他
、
通
報
用
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
設
置
、
市

民
向
け
の
虐
待
防
止
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
、
葛
飾
区
を
例
に
未
然
防
止
の
た

め
の
一
時
預
か
り
事
業
の
強
化
を
提
案
。

　

市
長　

宣
言
に
つ
い
て
は
検
討
し
た

い
。

　

許
第
二
小
学
校
の
校
庭
芝
生
化
は
東

京
都
で
も
大
変
に
高
評
価
で
あ
る
と
伺

っ
て
い
る
が
、
今
後
、
平
成　

年
ま
で

２７

に
９
校
ま
で
増
や
す
計
画
が
第
４
次
基

本
構
想
で
示
さ
れ
て
い
る
状
況
で
、
市

教
育
委
員
会
は
工
事
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
代
替
施
設
の
確
保
が
で
き
な
い
か
。

そ
の
他
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
保
護

者
と
、
よ
り
一
層
の
連
携
、
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
強
く
要
望
し
た
。

　

学
校
教
育
部
長　

確
保
は
難
し
い
が
、

協
力
で
き
る
と
こ
ろ
は
協
力
し
た
い
。

道
路
行
政

道
路
行
政
のの

充
実
を
求
め

充
実
を
求
め
るる

市
長
交
際
費

市
長
交
際
費
のの

見
直
し
削
減

見
直
し
削
減
をを

親
心
を
育

親
心
を
育
むむ

一
日
保
育
士
体
験
の
す
す

一
日
保
育
士
体
験
の
す
す
めめ

地
域
の
声
に
一
層
耳
を
傾

地
域
の
声
に
一
層
耳
を
傾
けけ

学
校
芝
生
化
推
進

学
校
芝
生
化
推
進
をを

昼
休
み
窓
口
の
改
善

昼
休
み
窓
口
の
改
善
＆＆

小
金
井
市
に
「
道
の
駅
」

小
金
井
市
に
「
道
の
駅
」
をを

校
庭
な
ど

校
庭
な
ど
にに

夜
間
照
明
の
設
置

夜
間
照
明
の
設
置
をを


